
この季節は里帰りの家族でいつもより賑や
かな地域も多い事と思います。離れて暮らすお
孫さんとの再会を心待ちにされていた方も多
かったのではないでしょうか。奈良市では新た
に転入する子育て家族は近年増加傾向にあり
ますが、それでも子どもの数自体は減少傾向に
あります。しかし待機児童は未解消、つまり保護
者のニーズが幼稚園から保育園志向に大きく
変わってきている訳です。
これまで奈良市では小学校区ごとに公立幼
稚園を整備してきましたが、最近は過少規模の
園も多く、在園児が数名になりやむなく休園・
閉園した所もあります。また第二次ベビーブー
ムに合わせて建設した園舎はどこも老朽化して
おり、小中学校も含め維持管理が難しい時代に
なってきました。今は何とか修繕で対応できて
も、近い将来に建替えの要否を判断せざるを得
ないと考えています。私自身、昭和51年生まれ
で第二次ベビーブームのピークに近い世代で
すので、小学校入学時は1学年9クラスとマン
モス校でした。しかし2年生の時に新設校がで
き2校に分かれると今度は一気に1学年2クラ
スと環境が急変したことを覚えています。人口

のピークに合わせて拡大した公共施設のこれ
からを、今しっかりと考える必要があります。
奈良市ではここ数年、過少規模の学校園を再
編する取り組みを進めてきました。既に複数の
学校園を統廃合により閉じており、今年度は都
祁地区の4小学校を1つに統合する予定です。
また先日は幼保再編実施計画の再編優先エリ
アを公表しました。この計画は平成23年12月
に立ち上がった検討委員会で議論されてきた
基本計画を受け策定したもので、原則2学年で
30名を割った幼稚園を対象としています。公立
園はこれまでも地域とのつながりが深く、存続
を求める声が根強くあるのも事実です。保護者
からは園児を増やす方策にもつながる3年保育
を求める声がありますが、他方で私立幼稚園の
定員に対する充足率が7割を切る現状を踏まえ
ると、過当競争で子どもの取り合いになること
から難しい状況があります。これからは公立・私
立の各保育園・幼稚園・こども園、つまり6種類
の施設やサービスの総量をどうすべきか、とい
う視点が重要になってきます。とはいえ、総論賛
成・各論反対はつきもの。保護者や地域としっか
りと議論を深めたいと思います。

学校規模適正化と幼保再編TOPIC
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市政の動きやマニフェストの進捗状況など、最新情報は
ツイッター、ブログにて更新中！ 1976年奈良県生まれ。立命館大学卒業後、国際石油開発帝石（株）及び奈

良NPOセンターを経て2009年7月、奈良市長に就任。入札制度改革や土
地開発公社の解散、ごみ行政の刷新など様々な市政改革に取組む。日本
のルーツとして、世界から尊敬される奈良をめざす。三児（6歳・4歳・1歳）と
妻の5人家族。中核市市長会会長。AERA「日本を立て直す100人」に選定。
現在二期目。
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「選挙権」がテーマのアニメを制作
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活動報告 [16年６～７月]
仲川げんの動きをダイジェストでお伝えします。さらに「見える市政」の
実現に向け、市HPでは「奈良市ニュース」を毎週金曜日に配信中！

ＪＲ奈良駅旧駅舎内にスタバオープン
奈良市では、7月の参議院議員選挙を前に、
18歳選挙権をテーマにしたアニメを制作し、公
開しました。作者は、奈良市限定アニメ「奈良な
らナラナラ！」の作者でもある井上涼さんです。
再生回数は公開約1か月で4万回を超えました。
「街中の大型ビジョンや電車、バスの中で流
してほしい」とのコメントや、英BBCの公式サイ
ト内「News From Elsewhere」で共有され
るなど、注目が高まっています。多くの若者、に
観てもらい、政治や選挙に興味を持つきっかけ
になればと思います。

6月末、JR奈良駅旧駅舎内にスターバックス
がオープンしました。他店との違いは、近代化
遺産かつ日本政府観光局（JNTO）が認定する
外国人観光案内所の最高ランク「カテゴリ3」の
観光案内所の中にあるという点です。旧駅舎は、
藤原市長時代に保存を決定され、市の総合観
光案内所として活用していました。しかしガラ
ンとした空間を持て余し、夜は困ったお客様が
常連化する状態でした。今回のスタバオープン
により、観光客も地元住民も共に集える空間に
なればと思います。

6月定例議会に先立ち、朝から富雄駅前にて
駅頭活動をしました。通勤途中の皆さんから
沢山激励の声を頂き、大変有難い１日の始まり
となりました。

6月4日（土） 富雄駅前 朝の駅頭活動を実施

宇土市支援のため奈良市職員を現地に派遣し、
避難所運営支援に従事しました。第4クールは
10名のうち6名が20代と、新規採用職員も加
わる元気の良いチームです。

６月６日（月） 熊本・宇土市支援 奈良市職員を派遣　

文科省にて東アジア文化都市の企画発表会。
宮田文化庁長官にも同席頂き、9月3日から
50日間に渡って展開するコア期間「古都祝奈
良(ことほぐなら)」の概要を発表しました。

６月29日（水） 東アジア文化都市コア企画発表

職員互助会運営の市役所地下食堂がリニューア
ル。市民の皆さんのご利用も大歓迎！各地で市役
所の食堂事業者が撤退する事態が起きています
が、維持できるよう食べ支えます！

７月1日（金） 市役所の地下食堂がリニューアル

初代観光庁長官の本保芳明さんが、奈良市に
拠点を置くAPTEC(アジア太平洋観光交流セ
ンター)の理事長に就任。そのお陰で観光に関
する国際会議も誘致できるようになりました。

７月2０日（水） 初代観光庁長官がAPTEC理事長に就任

新クリーンセンターに関する意見交換会を興
東小学校で実施。平成17年の公害調停以降、
中心的な役割を担って頂いている建設計画策
定委員会からも数名が出席くださいました。

７月３１日（日） 新クリーンセンター意見交換会を実施

〒630-8301 奈良市高畑町826-1
FAX:0742-26-0398

「市長への手紙」であなたの声をお聞かせください。「市長への手紙」は、市民の皆
さんの市政に対するご意見やご提言を広く市政に反映させる制度として実施し
ます。専用封筒は、市役所や公民館などの市の施設に配置しています。
詳しくは、奈良市役所広報広聴課までお問い合わせください。

■ ご意見をお待ちしています
仲川げん後援会

ボランティア募集中！


